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技術部報告集発刊に寄せて

技術部長 岩佐 達郎

 
 
 
２００９年４月より技術部長を拝命し、これまで４年が経過しています。この

間に技術部の見直しがあり、新たに２部体制として出発しました。この一年で規

則の改正もあり、新たな体制の外枠はできたと思います。技術部職員も再編され、

新たな配置についています。これからその中身を新たな外形に合わせていけるの

かどうかが問われています。 
 
私は２００９年の巻頭言で、「技術部組織があまりわかりやすいものではないと

言うこと、また技術部の存在自体（個々の技術部職員とは違って）が見えにくい

ということもありました。」と書いています。技術部の新しい形が大学内部で、ま

た地域の人達に見える存在となっていくのでしょうか。技術部はサイエンススク

ール等で活躍しています。それが「技術部」の活動の一つであることはもっとア

ピールしても良いと思われます。また、本年より GPS（技術部 PCサポート）事
業が始まりました。これらの活動を広く知って貰うことが必要でしょう。また、

機器分析センターとの連携による技術業務については実体化が求められています。 
 
本学中期目標には「技術部職員のスキルアップと研究支援力の向上」があげら

れています。また、２０１２年に行われた「本学の研究に関する自己評価」に対

する外部評価では、改善すべき点として、「技術部における技術職員の「事務関連

の特殊業務」の習得や専門技能の向上のために学内外研修などの体系的実施が必

要と思われる」と記載されています。「体系的実施」がポイントであると思われま

す。「技術の継承」など技術部として考えることも必要です。技術部職員が各自の

仕事にはっきりとした目的意識と向上心を持って取り組んでいただきたいと思い

ます。また、そうできるような環境を作ることが私の仕事だと思っています。技

術部職員各位が、あるべき技術部の姿、あるべき技術職員としての自分を思い描

いていただき、その実現に向けて努力してください。次の技術部の見直しは２年

後です。日々に自己変革することが要求されているのです。 
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「平成２３年度九州地区総合技術研究会! "#!鹿児島大学」聴講報告!
情報基盤グループ   松前 薫!

!
１．参加期間等!
期 間 ： 平成 $%年 &月 '日（木）～&月 $日（金）!
場 所 ： 鹿児島大学 稲盛会館及び理工学研究科講義棟!
受 講 者 数 ： '()名!

!
２．研修目的!
この研究会では、研究発表から技術職員ならではの実験装置の開発や改良、創意工夫、維持管

理やそれらにまつわる苦労話、失敗談等の発表が行われる。リージョナルな支援システムを作ろうと

技術職員自らの発案で始まったもので、全国的にも先進的な取り組みとされており、他機関の優れた

成果を各々日常業務に応用できるよう、現状・知識の取得と技術交流を図ることを目的とする。!
!
&*研修内容!
【１日目】!
１‐１．!特別講演「手のひらサイズの衛星、作って宇宙に挑戦しませんか」!

! 鹿児島大学理工学研究科   西尾!正則 教授!
：小衛星であれば、国家や大企業レベルの機関でなくとも開発・打ち上げが可能な時勢となっ

た昨今において、より宇宙を身近なものにすべく、さらに多くの機関に開発と打ち上げに着手

してもらい、衛星の安価促進と普及を目指したい旨の講演だった。! !
１‐２．口頭発表  地域貢献活動「電気と電子のふしぎ体験」!
! ! 九州工業大学  茶屋道!宏貴 氏!

：技術部の組織化をきっかけに、社会貢献に対するニーズから企画・実施した体験学習につ

いての発表だった。通常業務と無理に関連づけるのではなく、職員間のコミュニケーション、

地域の人と接することによるコミュニケーション能力向上、現技術のブラッシュアップ等、研

修の一環として取り組んでいたという。! !
１‐３．口頭発表  地域貢献活動への取り組み～工大祭学科展「簡単ものつくり工房」～!
! ! 九州工業大学 川原 忠幸 氏!
! ! ：公開講座や出前講座の実施が困難な中、地域の人が訪れる工大祭でボランティアとして実

施したものつくり工房についての発表だった。子供たちが体験している間、待っている保護者

向けにも数読パズルを用意する等、事前予約なしで受けるための工夫が窺えた。!
１‐４．口頭発表  科学実験教室プログラム「地球にやさしいポンプを作ろう（中学生対象）」!
! ! 早稲田大学  星 賢一 氏!

：科学実験教室について、対象となる中学生が満足いく、かつ、安定した結果が得られるよう

追求していく経緯の発表で、安全性という制限を考慮したうえで、地道な計算と確認実験に

より、見ためにも楽しくわかりやすい結果を真剣に選んでいた。!



１‐!．口頭発表  島嶼県沖縄における "#$普及のための人材育成の取組み%
% % 沖縄高等専門学校  藏屋%英介 氏%

：沖縄本島と異なり離島については高額な旅費がかかるため、自前予算で出前講座を行うこ

とが難しい。そんな離島の子ども達にも科学授業の機会を増やすべく &'$の支援を受け、
最終的に粟国村に ( ヶ月近く )*+,-.+端末を無償貸与するに至るまでの経緯と成果の報
告だった。 貸し出した端末を子供たちははじめ遊び道具にしていたが、自然と勉学に利用

するようになっていったという。%
１‐/．ポスター発表% %

：地域貢献活動や、学内業務における効率

化を図るような取組み、業務における研究

等さまざまな発表があった。発表数が多い

ため、数点抜粋する。%
「盲学校児童のための音声式点字タイプ

教具の開発」→民間が開発すると高額で

購入が難しい盲学校用教材を、技術職員

が日頃の技術を駆使して開発を試みたと

いう発表。安価で済むだけでなく、盲学校

と連携することで利用者の声も取り入れや

すかった（画像１）。%
「業務依頼システムの開発」→012による
業務依頼体系の開発と、開発した内容の

発表で、重要なことはプログラムよりも、ど

のような流れで処理するかという人の順序

とのこと（画像２）。%
%

夕方．%懇親会%
%
【(日目】%
(‐１．口頭発表  セクショニング蛍光顕微鏡システム有効活用への取組みの紹介%
% 鹿児島大学  池田%麻美 氏%

：操作性、機能、充実した利用環境の3点を考慮し、新しい顕微鏡の導入と利用環境整備を行
った事例の発表だった。顕微鏡を所持する学部は本校から離れているため学生は利用しづら

かったが、専用実験室の確保や操作法指導、情報提供など利用者のバックグラウンドに応じ

た技術サービスを展開することで、充実したシステム利用を確立した。%
２‐２．口頭発表  形態系共同利用機器の紹介%
% 鹿児島大学  野中%悟 氏%

：鹿児島大学内でも一箇所のみ所持している機器とその利用についての紹介、および、全学に

むけて利用を広めていきたい旨の発表だった。%

画像１%

画像 (%

↑# 言語に強い職員がいたため基本開発はわずか
３日。現場の感想を聞いて改善していった。%

↑いかなる依頼も必ず技術部長がはじめに目を通

すシステムで、各職員の特技を考慮して依頼を割

り振るため誰が何をしているかも把握される。%
%



２‐３．口頭発表  鹿児島大学 !"実験室における福島第一原発事故後の活動について# #
鹿児島大学  尾上#昌平 氏#
：#主に土壌農産物放射測定についての発表だった。他に、子供向け講座や、緊急処置が必
要な人がいないかどうかの測定も行なっており、現在も活動は続いている。#

２‐$．口頭発表  電子掲示板の新設および電子案内板のタッチパネル化に関する報告#
長崎大学  高尾#慶蔵 氏#
：#学生のマナー向上と活気づけのために情報発信を増やそうとの考えから、電子掲示板の設
置と案内板のタッチパネル化へ取り組んだものの注目が得られず苦心した際の報告だった。

コンテンツの見直しや、通りがかりでも見やすい情報量とアニメーションのようなわかりやすい

表現、編集に学生の参加を求める等、利用者の立場を考えた改良が行われていた。#
２‐%．口頭発表  名工大における防災・安全部門に関する業務紹介# #

名古屋工業大学  平原#英樹 氏#
：#東日本大震災をうけての防災対応の見直しについての発表だった。非常用電源設備の増
強や全学一斉放送用リモートマイクの設置、安否確認メールのテスト送信を実施した他、近

隣住民が避難してきた場合も想定し、一般の方に寝袋体験や賞味期限間近の防災食をサ

ンプルとして配布する等、積極的な取り組みがされている。#
２‐&．口頭発表  "'(１４００１認証取得とこれからの課題#

宮崎大学  柏原#広道 氏#
："'(１４００１取得と取得後の活動および活動予定の発表で、マネジメントの勉強および業務
改善にも繋がったという。「１００点を目指すのではなく、６０点を１００％取れることが重要。」#

２‐)．口頭発表  局所排気装置等定期自主検査実施における支援活動#
長崎大学  古川#博志 氏#
：定期点検の支援活動を中心とした発表で、研究優先の意識が大学全体として根強い中、安

全意識向上のため、さらに働きかけていきたい意気込みが窺えた。#
２‐%．パネルディスカッション  今後の技術職員の業務と組織のあり方#

高エネルギー加速器研究機構、名古屋工業大学、広島大学、熊本大学、川崎大学#
：#技術部という組織の経緯と学内での位置づけといった内容について論議された。#

#
４．所感#
  九州地区と銘打ってはあるが、地域に関わらず興味深い発表内容が多いと感じた。震災の影響も

あり、防災についての発表がいくつか見受けられた他、本学でいう「サイエンススクール」に当たる子供

向けの地域貢献活動についての発表や意見交換が目立っていた。なお、参加校の間では、このよう

な地域貢献活動ははじまったばかりというところも多く、懇親会での意見交換時に、本学のようにサイエ

ンススクールを毎年行う環境ができているのは羨ましいとの声もあった。  また、大学だからこそ安価

に実現できたり追求できることがあるなど、自学だけでなく他学も含めた学生のため、教育現場のため

に取り組んでいる姿勢が見られる発表もあり、視野が広い印象も受けた。#
総合研究会であるため通常業務への接点が浅い発表もあったものの、多くの分野と発表を聴講す

ることで刺激をうけ、有意義だったと思う。                               以上。#



第７回 情報技術研究会参加報告  
 

情報基盤グループ 若杉 清仁  

 

１ 期間・場所  

期 間  2012年 3月 6日（火）～8日（水） 

場 所  国立大学法人 九州工業大学 情報工学部（飯塚キャンパス） 

 

２ 研修目的  

情報の分野を担当している大学や高専の技術職員の研究会に参加し、さまざまな技術や工夫などの情

報交換をおこない、職場での活用や知識の向上を目指す。 

 

３ 研修内容  

1日目は、発表時間 15分の技術発表が 9件と意見交換が 45分あり、2日目は、6件の技術発表と意

見交換が 30 分ありました。午後からは事前希望者対象に 3 つのテーマに分かれて演習・実習があり、

「Webプログラミング PHPとデータベース」に参加しました。基礎からの内容で実習を交えて行われ

たので、理解が深まりました。 

技術発表では、大学のネットワークの話題から授業における実験装置の工夫、研究の発表などいろい

ろな発表があり、「車イス用ドライブレコーダのための Web カメラと USB デバイスサーバの活用術」

や、「学内電力の可視化に関するいくつかの試み」などの発表が印象に残りました。 

演習・実習の後に飯塚キャンパスのセンターのサーバ室、講義室を案内していただきました。 

端末は本体とディスプレイ一体型でシンクライアント方式。ブート時に Linux、Windowsを選択し

て利用するシステムでした。情報工学部がメインのため Linux系の利用が主体となっているそうで、そ

のためキーボードもタイピングを重視して、「Happy Hacking Keyboard」を採用しています。 

 

４ 所感  

今回の研究会では、さまざまな発表内容で、技術職員として刺激を受ける研究会でした。また、この

研究会は技術部が主催して行っており、技術部としても見習うべきことが多くあったと思いました。 

 

発表会会場 演習・実習 会場 演習室 
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平成 23年度 実験・実習技術研究会 in神戸 参加報告!
 

                               研究基盤グループ 島田 正夫 

 

１．開催期間・場所                              

    期 間    2012年 3月 14日～16日 

    場  所    神戸大学六甲台キャンパスおよび他 

 

２．研修目的 

本研修は，大学や高等専門学校および大学共同利用機関の技術者が行う技術的教育研究

支援活動について発表される“実験・実習技術研究会”に参加して，様々な分野の教育研

究支援業務に関する情報を収集することで，技術職員として必要とされる知識と技術の向

上を図る事を目的とする． 

 

３．研修内容  

 研究会で行われた口頭発表およびポスターセッションは大別して 6つの分野に区分され

ている．これらのうち，著者は安全衛生技術分野の発表を中心として聴講し，その他にも

建築・土木分野や地域貢献技術分野の口頭発表およびポスターセッションに参加した． 

 安全衛生技術分野の発表では，日常の安全衛生管理業務に関する発表に加えて災害発生

時の対応に関する事例が多く報告された．前者は日常の巡視業務から発見された問題個所

の改善に至る事例や，安全管理業務を行う組織の運用に関する内容の報告であり，後者は

主に東日本大震災発生時の対応事例と，その後に行われた地震対策や緊急連絡体制の構築

などに関する事例紹介であった． 

 大規模災害の発生に関連する発表は，実際に被災した当事者からしか得られない貴重な

教訓となる内容のものであって，発表後にはどのセッションでも活発な質疑が交わされた． 

本会の最終日に企画された特別見学会にも参加した．見学先は“京コンピュータ”や“人

と防災未来センター”などであり，それぞれの施設で詳細な説明を受ける機会を得たこと

で，最新の研究施設や防災に関する知識が得られた． 

 

４．所感 

 本研修では，他大学で様々な業務に取り組む技術職員からの生の声を聴くことができた． 

特に大規模災害の発生に対応した多くの事例と，その経験を生かして行われたその後の取

組みに関する情報が得られたことは，今後本学で行われる安全衛生管理業務にとって非常

に有益なものであり，これらの貴重な情報を生かして今後の業務を行いたい． 

 最後に，この研修に参加する機会を与えて下さった関係各位と，研究会を企画・運営さ

れた神戸大学技術職員の皆様，並びに研究会の発表者各位に謝意を表する． 



Linux システム管理研修報告  
 

                         情報基盤グループ    三林  光  
 
1  研修日時・場所  
日時 2012 年 3 月 26 日（月）・27 日（火）・28 日（水） 9:30～16:30 
場所 大阪京橋第二会場（大阪府大阪市都島区片町 2 丁目 2-40 京橋大発ビル 7F） 
開催機関 NEC ラーニング 

 
2  研修目的  
情報電子工学系学科（情報系コース）の Web サーバをはじめとした、いくつかのサーバ管

理業務を担当しているため、これに必要な知識や技術を習得する。 
 
3  研修内容  

Linux を導入する際に必要となる Linux のインストール、システム運用方法、周辺機器の
基礎的な利用方法についてマシン実習を通して修得する。具体的な学習項目を表 1 に挙げ
る。受講者は 1 名（定員約 6 名）で、ノートパソコンを使用し、講義と実習を交えながら学習を
進めた。実習で使用した OS は、Red Hat Enterprise Linux 4.6 をベースとして、この研修
用にカスタマイズされたものである。 

表 1 学習項目  
【1 日目】 

1.ファイルシステム 
2.Linux のインストール 
3.システムの起動とサービス制御  
4.RPM パッケージ管理  

【2 日目】 
5.ディスクの利用  
6.ユーザー管理  
7.バックアップ 

【3 日目】 
7.バックアップ 
8.ログ管理  
9.システム運用  
10.カーネルのアップデート 

 
4  所感   
受講者が私一人のみだったため講師とマンツーマン形式の研修となり、当初はこれに抵抗

感があった。しかし、講義が進んでみると、気兼ねなく講師に質問することができ、また、私個

人の詳しく知りたい部分や分かりづらい個所を重点的に解説してもらうこともでき、多人数で受

講した場合よりも、より有意義な研修を受けることができた。 
Linux サーバ管理について系統立てて学習したおかげで、これまで理解が曖昧だった部

分が明解になった点がいくつもあったが、今回学んだのは初歩的な知識であるため、日常の

業務でこの知識を活かしつつしっかりと身につけた上で、今後更なる高度の知識や技術の習

得に努めたい。 



第５回 低温科学研究所 技術部セミナー 

第５回 工作技術フォーラム 参加報告 

 

研究基盤グループ 小西 敏幸 

 

１．研修期間・場所 

期間 平成 24 年 9 月 27（木）、28 日（金） 

場所 国立大学法人 北海道大学 

 

２．研修目的 

  北海道大学工作技術交流会・技術部が主催している講演会・発表会に初参加し、

工作技術等の知識を向上させる。 

 

３．研修内容 

  第 1 日目 

  施設見学 大学構内にある機械工作室・ガラス工作室（理学研究院、触媒化学研

究センター、電子科学研究所、低温科学研究所、工学研究院）の見学を行った。 

  第５回低温科学研究所 技術部セミナー 低温科学研究所技術部主催で 

 「超伝導空洞製造技術開発のための電子ビーム溶接（ＥＢＷ）基礎試験」 

高エネルギー加速器研究機構 機械工学センター先任技師 安島泰雄 

 「今さら聞けないドリルの話」 

長岡技術科学大学技術支援センター 副技術長技術専門職員 星野英夫 

 二つの講演を聞きました。 

 

  第２日目 

  第５回工作技術フォーラム ～ものづくりとひとづくり～ 北海道大学工作技術

交流会の主催で学内の工作系技術職員と道内外の大学・高専等に所属する技術職員

による機器の開発・製作技術およびその周辺技術等に関するテーマで発表する。 

 発表題目は以下の通りである。 

  「燃焼実験用ロケット燃料の製作」     北海道大学工学研究院 森 雄司 

  「実習用教材の試作について」       旭川工業高等専門学校 江口篤史 

  「理学研究院機械工作室での研修について」 

北海道大学触媒化学研究センター 川村裕介 

  「衝突実験用低加速銃の製作」     北海道大学低温科学研究所 中坪俊一 

  「Ｌ‐system とＧＡを利用した、高効率太陽光発電装置の開発」 

旭川工業高等専門学校 川江 修 



  「実習用スターリングエンジン部品の製作（旋削加工）」  

函館工業高等専門学校 阿部 務 

  「金属研磨片の製作について」       北海道大学理学研究院 野村秀彦 

  「分解組立実習における教育改善について」 

苫小牧工業高等専門学校 岩橋 優 

  「反射防止構造形状の最適化」     北海道大学電子科学研究所 笠 晴也 

  特別講演「研究開発におけるセレンディピティとの出会い」 

工学系技術センター長 工学研究院教授 名和豊春 

 

  私の発表はものづくり基盤センターの紹介と技術支援（ロボコンプロジェクト）

について行いました。 

 

４．所感 

北海道大学は総合大学とあって各所に機械工作室・ガラス工作室があり、室内に

は多くの機器類が設置されていることに驚きました。 

  講演会・発表会では素材をどの様に加工、製作しているか、工作技術に関する興

味深い話がとても印象に残りました。 

他の技術職員と交流し、さまざまな技術情報を得ました。 

 

最後に声をかけて下さった北海道大学関係者、及び本学関係者に感謝し、工作技

術等に関する講演会にまた参加できればと思います。 

 

 

 

 

理学研究院機械工作室 ! 低温科学研究所機械工作室 !



第 24 回 情報処理センター等担当者技術研究会  
および  

佐賀大学認証システムについての懇談会参加報告  

情報基盤グループ 若杉 清仁  
 

１ 期間・場所  

期  間   2012 年 11 月 7 日（水）～8 日（木）  

場  所   国立大学法人 佐賀大学  

 

２ 研修目的  

全国の大学・高等専門学校・共同研究機関から情報処理センター等の担当者（技術職員

が多数）が参加している研究会に参加し、さまざまな技術や工夫などの情報交換をおこな

い、職場での活用や、知識の向上目指す。 

 

３ 研修内容  

1 日目の研究会前に研究会の運用連絡会議があり、来年度開催校の確認、再来年度の候

補予定、発表時間や、他の発表方式などのスケジュールのアイデアなど今後の運営につい

て話し合いをした。午後から研究会がはじまり、10件の現状報告、3件の研究発表後、特

別講演として佐賀大学の「ネットワーク認証システム(Opengate)の紹介」、その後情報交

換会に出席。 

現状報告の中で、Web、メール、DNS、VPN、ファイヤーウォール、LDAP認証サーバ

を商用のデータセンターで運用を開始した報告があり、停電や災害に強く可用性がよくな

ったが、管理コストの面ではあまり変化がなかったようだった。また、将来的に回線の問

題もありそうだった。 

2日目午前は、7件の現状報告、2件の研究発表、「利用サービス(システム等)の運用課

題と現在検討中の課題など」と題して、意見交換会が行われた。 

午後から、佐賀大学認証システムについて懇談会が行われ、認証システムの構築概念、

導入、現在の構成など 1 日目の特別講演より内容濃く話を伺うことができ、統合認証 DB

を考えるうえで、参考になった。 

 

４ 所感  

今回の研究会では、シンクライアントシステム等の端末システム、プリンタシステム、

Shibboleth、アカウント等の統合認証システム、無線 LAN システム等の発表があり、平

成 25 年度に情報メディア教育センターではシステムのレンタル更新が控えており、大変

参考になる研究会でした。 



DNA シーケンシングハンズオントレーニングⅠ 参加報告  
 

研究基盤グループ 湯口 実  

 

１．期間・場所  

期 間： 平成２５年２月１５日（金）  

場 所： ライフテクノロジーズジャパン㈱  

（東京都港区芝浦 4-2-8）  

２．目的  

平成２３年度に導入された DNAシーケンサー(Applied Biosystems製 3130 Genetic 

Analyzer)は、機器分析センターに設置され共同利用機器となっている。この装置の原

理、動作、メンテナンスなどを習得するため、製造メーカが主催する標記のトレーニ

ングに参加した。  

 

３．内容  

9:30-10:30 講義  DNA シーケンス反応概論、Genetic Analyzer 装置概論  

10:30-12:00 実習  BigDye Terminator 反応  

12:00-13:00 昼食・休憩  

13:00-14:00 実習 BigDye XTerminator を用いた精製  

14:00-16:00 実習 3500 Genetic Analyzer のセットアップ、ランスタート  

16:00-17:00 実習 Sequence Analysis ソフトを用いたデータの確認  

17:00-17:30 質疑応答  

 

４．所感  

講習会の定員は６名で、参加者６名、講師２名の少人数で行われた。導入されてい

る機器よりも上位機種である 3500 の説明がメーンで行われたが、参加者 3 名が 3130

の機種を使用しているので、その機器についても、特別に動作方法など説明があった。  

DNA シーケンス反応や動作原理などはキャピラリー電気泳動を利用しているので、

いずれの機種も同じであり、基本的事項がよく理解できた。DNA サンプルは各自が作

製・精製を行い、装置にセットし分析を行い、一連の実験の流れが分かった。装置の

サンプルがどこにあるかを示すプレートレコードで、作製したものを検索する簡単な

方法やエラーログの詳細など、マニュアルに載っていない事項の説明があり、大変参

考になった。シーケンス後のデータ解析は実際に１人にパソコン１台与えられ、通常

よりもさらに解析が必要な場合の手法などの説明があり、PC を操作することによって

理解が深まった。  

最後に、大変有益な機会を与えて頂きました技術部および関係者各位に感謝します。 



WebCampus 後継機導入支援報告

情報基盤グループ 佐藤之紀

1.概要

本報告は、本学業務文書配布システム「WebCampus」の後継機として「リンコムネク

スト」を選定・導入し、10 月からの運用までに携わった支援内容について、その顛末

を報告するものである。

「リンコムネクスト」は WebCampus の後継であるため、その主目的は事務局と各教

職員の業務文書の送受信である。選定にあたっては 2011 年 10 月に発足した事務情報

化タスクフォース（事務局各グループ、情報メディア教育センター（以下、センター

とする）で構成。以下、TF とする。）での議論が中心となった。センターは技術面から

機種候補の提案を行った。

2.選定

選定にあたっては原則として２つの大きな柱を前提条件として据えた。一つは即納

が可能な市販のグループウェアを導入すること、一つはできるだけカスタマイズを行

わないことであった。

前者は当時の WebCampus の不安定さ故に即応性が求められること、後者は後々障害

が発生した際に極力簡単に修復ができること、この２つがその条件の理由である。

また、事務文書を送信するシステムであることからあくまで主体は事務局であると

し、総務グループ等が部内で集めた要望を一覧化した内容を選定条件に加えた（表１）。

候補は前提条件に叶うものをセンターが提案した。最初の候補は６社に上った。古

河インフォメーションテクノロジー社の「doSmart」、NEC 社の「StarOfficeX」、サイボ

ウズ社の「サイボウズガルーン」、NEO Japan 社の「desknet's Middle Edition」、富士

通社の「JoinGear」、そしてリンコム社の「リンコムネクスト」である。

この中から、総務グループが提示した条件に見合うものを選定し、最終的にはサイ

ボウズガルーン、JoinGear、リンコムネクストの３グループウェアが選定候補に残っ

た。その条件とは、大きく次のようなものである。

・開封確認ができること

・メール転送ができること

・送信済みメールの修正・削除ができること

・SSO(Single Sign On)に対応していること（後述）

こうして３つ残ったグループウェアであるが、サイボウズはその掲示板機能がスレ

ッド式であり大学での業務利用には不向きであるとした意見により却下、JoinGear は

クラウド版のみであること、そして何より、SSO 対応が完全ではなかったため、リンコ

ムネクストが決定となった。

また、選定参考の一つとして、TF の意見を点数に換算して計算してみた。好評価(A)、

どちらでもない(B)、悪評価(C)として、「(2A+B)-C」という計算式で求めた



必
須
機
能

メール機能（e メー
ル機能を含む）

・既読確認が容易にできるもの

・送信者が受信対象者が開封したかどうかを確認できること（掲示板と同様の開封確認
機能）
・ｅメールへの転送機能を有していること（通知機能または本文転送機能）メール転送
機能は複数（PC メール、携帯メールなど）設定できるものが良い

・ファイルの添付が可能であること

・WebCampus ではタイトルのみをメールで受信でき、学外からタイトルだけを確認するこ
とが可能であるが、本文の閲覧はできないため、学外ホストからのアクセスが可能にな
ると良い

・現在の WebCampus と同等以上

・メーリングリストや添付ファイルを保ったままでの転送機能

・受発信（グループ一斉送信）、履歴検索

スケジュール管理
機能

・各グループの共通スケジュールまたは個人のスケジュール記載欄があることが望まし
い。スケジュールは他人からも閲覧可能であるものと他人から閲覧不可能であるものを
区別できると尚良い

・事務室共有のスケジュール表もあればよい

施設（会議室）予
約機能

・事務局会議室について、仮予約と本予約の機能があることが望ましい。本予約機能は
必須

・将来的にはリンコムから移行させてひとつのシステムに統合できると良い

掲示板機能

・掲示板の宛先は、全教職員・全職員・グループ毎など掲示対象者を簡単に変更できる
こと

・掲示者が掲示対象者が閲覧したかどうかを確認できること（開封・未開封の確認機能）

・掲示対象期間を設定できること（掲示表示期間をあらかじめ設定できる機能を有する）

・ファイルの添付が可能であること

・グループごとにファイルサーバ機能があると尚可

ユーザ名簿

・現 WebCampus と同様、氏名検索、グループ毎の一覧によるユーザ検索機能を有するこ
とまた検索されたユーザへ業務メールまたはｅメールが簡単に送れる機能があること

・ユーザ名簿は氏名、学内内線、ｅメール、居室が表示されることが望ましい

・所属・役職・内線番号・メールアドレス・部屋番号

リンク編集機能 ID 毎に編集できるものが望ましい

携帯電話や学外の
パソコンからのア
クセス

ケータイ機能については、スケジュールやメッセージ（学内メール）の把握に限定すべ
きと考える。

ポータルサイト機能

アドレス帳機能
期
待
機
能

メッセージ機能 何人かで話合いをする場合に便利である。

掲示板機能

アドレス帳 共有のアドレス帳があると情報が最新になり、引き継ぎにも活用できる。

レポート機能 定例的な書類を電子化して、提出できるように。

ポータル・リンク集機能 日々使う業務が集約されている。

公用車配車システム

タイムカード 自動打刻だけではなく手入力が可能なもので、集計できるもの。

ファイル
どのファイルが最新なのか、共有ファイルだと分からないことが多々あるので便利であ
る。

メモ 現在もフリーソフトで、メモ機能は使用している。

スケジュール管理
事務室共有のもの。昼当番の時に、パソコン画面上に通知がくるような設定が便利であ
る。

申請関係の機能
実際に支払いについては別システムになるが、申請だけでも統合できたらひとつのシス
テムでいろいろな申請ができる。支払い時に申請データを取り込めることが必須条件、
また申請データに必要な情報が入っていることも必須条件となる。

学内工事一覧
一つの学内配置図で工事箇所がハイライトされるものがよい。全体像がつかめるように
する。

イベント一覧 今日（あるいは明日）学内で何が行われているか、全体像がつかめるようにする。

検索しやすい(ﾒｰﾙ?） 今のものは、検索した結果、複数の文書があったときに検索結果に戻りにくい。

ジャンル分け(ﾒｰﾙ?）
「調査・提出もの」、「おくやみニュース」、「学内工事」、「会計制度」等ジャンル
分けし、ジャンルによっては、個別通知の他、ジャンル毎一覧でもわかるようにする。

ニュース形式で流す

全教員・全教職員を対象とした「調査・提出もの」、「おくやみニュース」のようなも
のは、トップページでニュース的な流し方をし（提出期限も明記）、必ず目につくよう
にする。

表１ 総務グループ集約の要求要件  
(元データには、他システムで統合可能な機能や自由意見等が更にあるがここでは割愛する ) 



結果、次のような得点を得られた。

・サイボウズガルーン 5 点

・JoinGear 2 点

・リンコムネクスト 8 点

この他に、WebCampus 類似性を考慮。これは WebCampus と同じメーカーである富士通

の JoinGear が最も近く、次いでリンコムネクスト。サイボウズは遠かったという感触

である。

なお、リンコムネクストは点数として高得点を得たわけであるが、その理由の大き

な要因は悪評価による減点が無かった点にあると思われる。

ところで、候補を提案する際に改めて思い知らされたことがある。それは WebCampus

がその他のグループウェアとは思想段階で大きく違った独特なシステムであることで

ある。

端的に言えば WebCampus は、文書を集積するシステムである。文書保管庫に文書（メ

ール）を保存し、指定した相手に閲覧権限を与える、という考え方である。そのため、

基本的にメールには「親展」表示がされ、これを外すと指定外の誰でもメールを閲覧

できる仕組みであった。

しかし、リンコムネクストはもちろんその他のどのグループウェアも、基本は E メ

ールなどと同じく、指定した相手にメールを送信する仕組みである。

この違いにより、メールの取り扱いに関する機能、例えば送信済文書の修正・削除

などを持つシステムを選ぶとなると、かなり絞られることとなった。それと同時に TF

に対する説明も必要となった。

3.導入

導入作業は日立システムズ㈱が実施した。運用開始一ヶ月程前から、主にユーザー

登録に関する打合せを行った。この作業に先んじて、企画・評価室による登録対象者

の決定が行われた。リンコムネクストの登録対象者は、常勤職員と一部非常勤職員で

あり、非常勤職員のうち学生パートの事務・技術補佐員および TA/RA、非常勤講師、臨

時補助員、特認教員（特任教員は対象内）、名誉教授、客員教員については対象外とな

った。

リンコムネクストは、所属するグループの登録概念が特徴的である。つまり、所属

となるグループが一つあり、実際に属している組織をサブグループとして登録する。

後者を「兼務設定」という。例えば、「技術部」が所属であり、「旧学科」や「センタ

ー」「全教職員」グループが兼務設定となる。

リンコムネクスト導入作業で一番大きな問題となったのが Single Sign On（SSO）対

応である。SSO とは、ユーザー側からの視点で言うなれば、一度 SSO でログインした後、

複数のシステムを再度ユーザーID とパスワードを入力することなく利用できるもので



ある。つまり、リンコムネクストにも、Active!Mail（E メールシステム）にも、或い

は Universal Passport（教務システム）にも再度 ID とパスワードを入力することなく

ログインできるものである。

実際の動作としては、本学がすでに持っている LDAP(Lightweight Directory Access

Protocol)にあるユーザー情報を参照するものであるが、これが営業側と SE 側での認

識違いがあったようで実現できなかったため、急遽回避策を取ることになった。全構

築日数が１ヶ月であり、本学納入後の設定は最大３日しか無かったため、大変混乱し

た。

結局リンコムネクスト側の設定変更が必要となり、最終的に SSO 対応が完了するま

でに納入後１ヶ月以上を費やすこととなった。

ただし、本学 SSO を実現している「IceWall（日本 HP の製品名）」との互換性に問題

があり、アドレス帳の検索機能が利用できない、伝言メモのヘルプナビゲーションが

表示されないなどの不具合が依然続いている。

4. 導入後～現在

SSO 対応が完了し、一部の不具合を除けば一応の軌道には乗ったが、使うことによっ

て新たな問題や不満がユーザーから寄せられた。特に、本学 CIO(Chief Information

Officer：最高情報責任者)の伊藤理事名で出されたリンコムネクストへの要望書には、

たくさんの要望が寄せられており、現在の課題となっている。大きなもので次のよう

なものがある。なお、そのほぼ全てが最も要となる「伝言メモ」に対してである。

・添付ファイルを指定後、宛先を変更すると指定が外れる。

・フォルダー作成・振り分け機能が欲しい。

・伝言作成時の詳細画面、添付ファイル画面が小さい。改行されないので横ス

クロールしてしまう。

・開封日時を表示して欲しい。開封人数を数値で知りたい。

他にも、ボタンの配置や文言、選択肢の初期設定値などについての意見が多数ある

が、総務グループ、企画・評価室、そしてセンターによる検討の結果、本学では上記

４点を最重要課題として扱うこととした。ただし、添付ファイルの指定の件について

はバグとして無償改修を訴えて行く所存である。

５.所感

リンコムネクストは WebCampus 後継機として導入されたシステムであり、その利用

主体は事務局であるため、センターとしては事務局が求める機能を優先に提案した。

導入後は、システム管理としての主導はセンターが、運用面での主導は事務局が担う

のが正当な形であろうが、明確にどのグループ、あるいはユニットが担当するという

取り決めが無かった事もあり、どうしてもセンターが運用的な内容についても提案す

る場面が見られる。次回更新時には、運用後の役割分担を最初に決めた方が良いかと

思う。



業務報告!
!

情報基盤グループ長 髙木 稔!
!
依頼者：情報メディア教育センター長!
業務：１．情報ネットワークの運用管理で必要とする技術業務 

２．学内の情報化に向けたセンター活動の支援 
３．センター及びセンター関連施設等で行う教育研究支援のための技術業務 
４．情報技術等に関する啓発活動支援 

期間：2012年 "月 #日 ～ $%#&年 &月 &#日 
 

業務報告 
 

 業務は本学情報ネットワークシステムと情報メディア教育システム全般の管理・保守、お

よび学内利用者とのインターフェース（申請、登録、利用対応）に関わることであり、それに

付随する定期・不定期な会議・打合せを含む。 
本業務報告では今年の象徴的となった内容を以下に示し業務依頼への報告とする。 

 

１．WebCampusのハードディスク障害対応 
WebCampusはいわゆる業務用のグループウェアの位置付けであり、主に学内業務文書
を送受信し蓄積するためのシステムである。このシステムは 2001 年 10 月に導入され、
その後能力不足のためハードウェアの入れ替えを行った。しかし、ソフトウェアの保守

契約を結べない、システムの不具合が解消されない、いつ障害が起こっても仕方がない

という状況となる中で、2012年 5月 2日ハードディスク障害によるシステムダウンとい
う最悪の事態を迎えた。 
センターでは大学 CIO とも相談し、（１）ハードウェアメーカーによる H/W 診断、

（２）メーカーSEによる復旧の可能性診断、（３）復旧可能ならば復旧し当面使用、（４）
復旧ができないもしくは長期に及ぶ場合は当面 E-mailを使用、（５）次期システムの調
達を急ぐ、という方針を立てて対応に当たった。 
結果としてはハードディスク装置（RAID構成）内のドライブ 2個を交換する必要はあ
ったが、メーカーSEによる懸命な復旧作業により重大なデータ損失もなく奇跡的に復旧
を果たした。ただし、通常運用として再開する前に、慎重をきすためシステム状態のチェ

ックやデータの現状をバックアップする必要があり、結局再開できたのは 5月 29日とな
った。 
この間、学内業務文書のため E-mailによる通信で代替した。実際には（１）教職員全
員の日常的なアドレスを教職員内に公表する、（２）全教職員宛や全教員宛など汎用的に

共通に使うメールアドレス群をメーリングリストとして登録し教職員内に公表する、（３）



E-mail の利用が学外の通信と容易に結びつくため個人情報など重要なデータの送信にパ
スワードの設定や暗号化を図る、などいくつかの工夫が必要となった。 
なお、次期システムについては、実はシステムダウンが発生する少し前の 3 月までに
あるワーキンググループでその候補を決定した矢先だった。よって急きょ次期システム

候補となったリンコムネクストを導入し、10 月から WebCampus に替えて運用を開始し
た。この経過については、本技術部報告集に収録されている佐藤之紀氏の報告をご参照

願いたい。 
 

２．新グループウェア（リンコムネクスト）の導入に伴う教職員登録管理!
リンコムネクストの導入に際し、グループウェアのユーザー登録について見直した。 
これまで WebCampus では基本的に教職員全員が利用することを前提にしつつもユー
ザー名に E-mailアドレスを使用していたこともあり申請に基づきセンター判断で登録を
行ってきた。しかし、（１）教員の所属グループが旧学科単位から脱却できない（新入教

員の所属先決定で混乱）、（２）教職員の職位が多様であり登録の適否を決められないな

ど問題を抱えていた。さらに 2010年 2月から（３）大学生協のプリペイドカードと連携
した全学共通キャンパス ID 方式および SSO（Single Sign On）システムが導入されたが
WebCampusは対応できずに取り残されたままとなっていた。 
リンコムネクストの導入を機に SSOに組み込むことが必須となり、これを機会に事務
局が中心となって、リンコムネクストでは所属グループをどうするか、どの職位に使わ

せるかなどの基準作りが行われ、近く「キャンパス ID付与基準」として正式に決定され
る予定である。 
センターでもこれを機会に、人事異動通知を受けて、リンコムネクスト使用が必須な

教職員には初出勤日に使用手引きと一緒に「キャンパス ID＆パスワード通知書」を渡す
など、これまでのユーザー登録のあり方を見直すこととし、資料に示す運用を始めたと

ころである。（下図は「ようこそ（教職員）」）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

３． レンタルシステムの更新に向けた検討!
現行「情報メディア教育システム」の 2014年 3月に向けた更新を予定しており、今年

度は主にどのようなシステムを目指すかの模索の年であった。基本を、（１）大学運営の

共通的・全体最適的効率化を促進する、（２）学生・教職員のサービス性向上に寄与する、

（３）情報セキュリティを強化する、（４）実効性のある情報化を図るとして、クラウド

化、DaaS端末などこれまで未導入のシステム導入の可能性検討を行い、数社の企業から

実現性の提案を受けてきた。現在 2013年 3月の資料提供招請および導入説明書の公表に

向けた準備を行い、その後仕様書作成に取り掛かる段階となっている。 

 

４． 相談支援業務!
今年度（４月１日～２月１５日）に、利用者に対する相談支援件数は４２件である。こ

の数は私が扱った分に過ぎず、情報メディア教育センターに業務依頼により派遣されて

いる技術職員 4 人の合計では相当数に上ると見られる。私が扱った相談内容はパソコン

に関する相談が５割強、ネットワークに関しての相談が２割、残りが VPN利用等の利用

相談である（ただし、これらは時間を要した記録のみである）。相談時間は半日を要する

ものも少なくなく（例えば HDDのレスキュー支援作業は１日以上）、技術部の独自業務

として 2013年 1月から開始した GPS（技術部 PCサポート）事業の活動が期待されると

ころである。 

!
５． "#ワンポイント講習!

本講習会は、主に事務職員向けに「・事務業務に関係する／・すぐに役立つ／・範囲は

コンパクトに／・なるべく平易な説明／・短時間の講習」という方針で $%%&年度以降、
技術職員を講師に毎年取り組んでいる。私がこれまで取り組んだものは「'()'*による
データ処理のワンポイント」（$%%&年度、$%+%年度）、「はじめてのパワーポイント」（$%++
年度）である。今年度は「,-.メモリーのセキュリティを考える」として /月 0日に行
う予定である。,-.メモリーを業務で携帯して歩くことはセンター内では少なくなって
いる。また、セキュリティを始めから組み込んだ製品も売られ、ウィルス対策ソフトの導

入も進んでいる昨今、,-. メモリーのセキュリティは今更の話しのような気がするが、
敢えて「～考える」とし、改めてセキュアな使い方を考えてみるタイトルとした。!
!

以 上!
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!"セキュリティ等関連検査#
情報基盤グループ   松前 薫#

#
昨年、本学ネットワークに接続している WindowsOSを対象として、PC管理ツールを用いて

セキュリティ状況とアプリケーションのインストール状況の情報収集を実施した。この第二

回となる検査を、本年は MacOS、Linuxも対象に含めて実施した。 

#
１．実施内容#
１ １．使用ツール#
Windows搭載機については、昨年と同ツールを使用した。 

・使用ツール：EasyAssetManager(Windowsのみ対応の IT資産管理ツール。無料機能のみ使

用。以降、EAMと表記する。） 

・収集可能情報：PC情報台帳（PCの基本情報／詳細情報／ネットワーク／ドライブ／プリン

タ／ソフトウェア／WindowsUpdate状況）、Officeライセンス管理（プロダ

クト ID／Office 97・2000・2003・2007・2010・XPの導入数） 

$ ２．実施内容#
・対象：本学ネットワーク(無線 LANを含む)に接続される Windows 、Mac、Linux搭載機器。 

    ※但し、VPN接続利用のみの PCは除く。 

・期間：2012年 9月 3日（火）～9月 28日（金） ※同年 10月 12日(金)まで期間延長 

※応用化学棟の改修工事等の影響で機器を倉庫保管しているユーザが複数いたため、

このユーザについては後日検査予定者として個別対応とした。 

・方法：Windowsは、対象 PC上で EAM(非常駐・クリック時のみ動作）を実行し、情報収集お

よび送信を行う。 MacOS、Linuxについては上記ツールが対応していないため、管理

者各自で目視検査を実施し、その結果を表提出する形式にした。 

※目視検査の確認内容：OS情報（名称、バージョン）、インストール済のウィルス対策ソフ

トウェア情報(名称、DATバージョン、エンジンバージョン） 

#
延長期間および後日検査分を含む結果については現在集計中につき、検査期間終了直後の状

況を以降に記載する。 

３．エージェント検査結果#
エージェントによる情報収集数は 

1395台だった。 

前年の同時期（期間終了直後時期） 

と比較すると約 1.2倍の台数である。 

 OS内訳としては、Windows7の割合

が増加している。 

 

図 $#



! "．#$%&'()*+&,-.の適用状況/
 一ヶ月以内に更新されている機器が 85％と

昨年より 1割以上増加しており、更新状況は前

年調査時よりも良い結果となった（図２）。 

※WindowsUpdateは毎月第２火曜日の翌日に 

MicrosoftOfficeから公表される。 

 

! 0．ウィルス対策ソフト導入状況/
ウィルス対策ソフトの導入状況は昨年同様

90%以上となった。この内、大学で一括購入して

いる McAfee社の VirusScanEnterpriseは 60%を

占めている（図３)。 

ウィルス対策として検出されたソフトウェアの 

更新状況を集計したところ、一ヶ月以上更新していない割合が昨年より増加している（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．目視検査結果/
目視検査で提出された情報数（デュアルブ

ートや仮想化等も含む）は 383個であった。 

やむをえない事情でエージェント検査が実

施できない Windows の提出分もあわせると、

OS割合は右の通りである（図 5）。 

 

なお、MacOSの内、導入 OSバージョンが 10.4

以前のものは 22%(31件)であった。 

/
/

図 0/

図 !/ 図 1/
/

図 2/
/



!"#．ウィルス対策ソフト導入状況（$%&'(）)
MacOS の内、ウィルス対策ソフトウェア導入割合は

85％(120 件)だった（図６）。ウィルス対策ソフトを導

入している機器のうち、80％の機器に McAfeeが導入され

ていたがどの程度が大学一括購入のものであるかは判別

できない。 

 なお、ウィルス対策ソフトが導入されていない MacOS

の中には、OSバージョンが古いために、サポートされて

いるウィルス対策ソフトが既にないというものもあった。 

)
５．所感)
対象 OS範囲を広げた等の影響で昨年よりも収集台数は増加しているが、OSごとに検査方

法が異なっているため検査方法を誤って行う場合や、特にエージェント検査では動作状況が

ユーザにわかりにくいため失敗する例があり、スムーズに収集できているとは言い難い。 

このため、検査実施を負担に感じたり方法改善を求める声が寄せられたが、昨年よりユーザ

の状況や声を知ることができたという点では収穫であったと思う。 

 ユーザが登録機器の状況を見直す機会となり、検査をきっかけとして削除申請が提出され

るのは良いが、中には登録機器の半数以上が廃棄済または使用停止だったために一度に数十

台分の削除申請書が提出される場合があった。また、削除申請なしに退職または他研究室へ

譲渡されているなど、使用状況が大きく変わっている機器もあった。なお、管理台数が少な

い場合でも、使用状況がすぐに確認できない場合があった。 

このような状況や問い合わせ対応から感じるのは、ユーザによってセキュリティおよび管
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以上 
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業務報告「企画調整室での一年を振り返って」  
 

情報基盤グループ 松本 浩明 

 

１．はじめに  

正式に企画調整室員となって一年が経過しようとしている。この間、日常の業務をこなしながら

技術部の運営に携わってきた。この一年を振り返り、技術部運営をどうすべきかを考えてみたい。 

 

２．企画調整室の役割  

大学において、さまざまな技術的業務を各技術職員は担っている。技術部は、組織化された個々

の技術職員への業務依頼の調整、技術部として行なう各事業を円滑に進めていくために企画調整室

を置いて、これらの業務・事業の処理を行なっていくこととなる。したがって企画調整室員に求め

られるのはマネージメント能力ということになる。 

 

３．この一年の業務について  

年度初めの企画調整室会議で各自の分担を決め、それぞれ担当していくこととなる。各担当につ

いては技術部Webにおいて公開されており、自分は広報と地域貢献に関わる業務の担当となった。

昨年も担当していた仕事であり、実施するのに問題はなかったが、自らが行なうよりもワーキング

グループメンバーに仕事の分担の指示をし、実行させるのがサブグループ長の仕事であり、職務を

しっかりと果たせなかったと捉えることができ、反省しなければならない。 

企画調整室において今年度重点的に行なったことは、4月から 2グループ化された組織を実態化

させること、組織改編に沿った技術部規則ならびに技術部運営に関する内規の見直しを行なったこ

とであった。規則・内規は 10 月 4 日付けで改正され、技術部として 3 度目の組織改編が実施され

たと言える。各グループにおいては GPS 業務の立ち上げや機器講習会が実施され、組織の実態化

への動きが始まっている。 

 

４．次年度に向けて  

企画調整室会議は、ほぼ一週間に一度の頻度で行なわれている。話し合われた内容は各グループ

の会議で報告されているが即時性があるとは言えない。その理由は、会議の内容をまとめ、確認し

てから報告するという手順を踏まねばならず、報告前に次の会議が行なわれてしまうことである。

これについては、内容をまとめて報告ではなく、議題等を箇条書きにして知らせるだけでも企画調

整室として何について話し合っているかが見えてくると考える。 

今回の組織改組によって技術部に求められてくるのは技術職員の「見える化」であろう。個々の

技術職員がどんな業務を行なっているかを大学全体に認識させる努力をしていくことによって、技

術部の存在価値を高めていくことに繋がると思う。 



H24 年度業務報告として  
 

情報基盤グループ 矢野 大作  

 

 

１．はじめに 

H24 年度当初、情報工学系コースから提出のあった業務依頼書により、従来より継続して行

ってきた学科（および VR）関連業務を行った。それらの業務が無事に終了したことを具体的に

報告する。 

 

 

２．学科からの業務 

2‐1．情報工学系コースの学生実験・演習等に関連した技術業務 

 

前期：フレッシュマンセミナー（8 回／15 回の演習実施と資料作成・後始末） 

前期：情報工学 PBL（表現技術）   （2 時限 15 回と準備・後始末） 

前期：コンピュータ知能学実験（DSP）   （3 時限 15 回と準備・後始末） 

後期：情報システム学実験（計測・制御） （3 時限 15 回と準備・後始末） 

後期：（夜間主）演習 C           （2 時限 15 回と準備・後始末） 

 

上記の実験演習に対して、カリキュラムに応じ学生実験・演習およびシステムの円滑な支援

を行うことができた。また、実験演習の設備・装置に対して改良点の提言や手直しを行うことが

できた。とりわけ後期の実験 B（計測）については再雇用の職員であるにもかかわらず、岡和喜

男氏が主体的に携わってくださった。 

 

2‐2．情報工学系コースの共通で管理する機器の保全管理 

コースにおける共通設備やサーバ類、関連備品の保全管理に従事した。昨年 11 月末に起

きた大規模停電の際、「スタッフ・学生連携による講義テキスト作成支援システム」に障害が起

きたが、最小限の被害で済ませることができた。しかしながら、本システムの保守に費やす時間

や作業人員の確保、運用体制には課題を残している。 

 

2‐3．演習室の夜間開放に関する業務 

演習室の夜間開放（前期は週１回、後期は週 2 回程、17 時 30 分～20 時 10 分。）を行い、

学生への自主学習環境を事故なく提供することができた。 

 

 



 

３．VR シアター関連業務（後期） 

3‐1．バーチャルリアリティ（ＶＲ）教材３次元投影システムの支援 

2011 年度より情報工学系コース V 棟にて稼働している VR 施設の関連業務について、上記

情報工学 PBL（表現技術）に従事するとともに、1 月 18 日に行われたサイエンススクール業務

に従事した。 

 

 

４．所感 

情報工学系コースでは、高機能な学生用計算機演習室が設置されている。多くの実験・演

習においてほぼ全学年が利用するため、演習室システムの維持管理については情報工学系

コースの中心的技術業務といえる。また一方では、計算機演習室では行うことのできない、ハ

ードウェア操作を主体とする実験・演習も工学系学生にとって欠くことのできない重要な学習課

題である。後者については、一つ一つの装置に補修・調整といった準備・後片付け、作業・保

管場所など広範囲にわたる業務が必要となる（他コースも同じであろう）。こういったことに関して

自分としては、両者ともに重要かつ高度な技術職員の「全学的」業務と考えている。以上をもっ

て、報告とする。 

 

 



技術部の新体制移行について  
～平成 24 年度 KEK 技術職員シンポジウム報告を兼ねて～

情報基盤グループ長 高木 稔

2012 年 10 月 4 日、技術部に新たな規則が制定、施行された。

この規則を作成するにあたっては、技術職員定員等検討ワーキンググループ（座長：伊藤

秀範理事 2010 年 12 月 20 日～2012 年 1 月 31 日）により検討が行われ、2012 年 3 月 16 日に

承認された答申が前提となっている。

技術部ではこの間、ワーキンググループに沓澤幸成技術専門員を構成員として送り込むと

ともに、技術部企画調整室を中心とした組織改正案の検討・提起、規則改正案の検討・提起

を行ってきた。

以下のパワーポイントの内容は、この間の経過を「KEK 技術職員シンポジウム」（2013 年 1

月 16～17 日高エネルギー加速器研究機構技術部門主催）にて発表したものであり、本題につ

いての報告とするものである。

なお、「KEK 技術職員シンポジウム」は平成 12 年度より継続して行われており、「技術職員

の技術向上と活性化を目的にした情報交換の場」として技術職員の組織のあり方を含めて活

発に議論する場となっている。

今年のプログラムや発表内容は下記の URL に示す通り Web 上で公開されているのでそれを

ご覧になっていただくのが一番と思われるが、一言感想を述べて参加報告としたい。

＜URL＞ http://research.kek.jp/people/tauchik/program2012.html

技術部の組織化問題や、それに付随する問題点や悩みなど、どの組織にも共通化している

ことは明らかである。例えば組織構成のあり方、どのような単位で組織し、そのような業務

に対応して行くのか。また技術部自体のマネージメント、人や業務をどのように有効に割り

当て将来を見越して運用して行くか、役割を持てば誰もができるという仕事ではない。特に

長年専門分野の業務のみを研究室でひたすら行うだけだった技術職員が技術部の実質のトッ

プとなったからすぐに対応というのは大変困難であるし、それを専門に行う時間や修養を積

む余裕も必要である。また、技術職員の研修についても予算上の問題もあり真に有効なもの

とするには個々の能力や時期、希望に沿ったものにする必要があると思うが中々思うように

行かない。さらに、成績評価や昇任問題など。まだまだ手探りの感はあるが、着実に地歩を

固めつつ歩んでいることも確かだ。そうした先進的な例を参考にしながら今後も全国的な視

点を吸収しつつ本学での技術部としての役割を高めていく必要があると痛感した。
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室蘭工業大学技術部の
組織改革について

高エネルギー加速器研究機構
平成!"年度技術職員シンポジウム

!#$%&$&$'
室蘭工業大学技術部

髙木 稔

はじめに 技術部の沿革
1993年 4月 技術部発足（技術部長 田頭孝介教授）

３系（機械・建設系、電気・情報系、材料・化学系）４０名 ※第1次
1994年 2月 大学主催技術職員一般研修開催される

4月 A311に技術部室設置
第１回技術部発表会

5月 第１回技術部報告集（第１号）発行
7月 技術部長 佐藤一彦教授

1996年 4月 技術部長 花岡 裕教授
1998年 4月 技術専門官、技術専門職員制度（文部省訓令による）
1999年 4月 ４系体制に改組（センター系新設） ※第2次
2004年 3月 技術部長 田頭孝介教授

4月 国立大学法人化スタート 技術部技術職員３７名
業務依頼方式導入

2006年 5月 技術部長 後藤龍彦教授
2007年 3月 技術部の在り方検討WG報告書
2009年 3月 技術部長 岩佐達郎教授

4月 業績・能力評価制度導入
8月 サイエンススクール開催

2010年12月 技術職員定員等検討WG開催（座長：伊藤理事）
2012年 3月 教育研究評議会「新技術部運営方針」承認

10月 新技術部規則施行 ※第3次
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第１章 技術部の課題

本学第!期中期目標、中期計画より
（平成２２年度～２７年度）

"）研究活動の活性化及び継続を図るために若手研究者への支
援を促進し、技術職員の研究支援機能を高める。（中期目標）

!）技術職員の研究支援のあり方と組織体制を見直し、技術職員
の新規技術の取得並びに技術部の総合的な技術力を向上さ
せる。（中期計画）

#）そのため平成!#年度計画として
①技術部将来計画を策定し、これに基づき研究支援のあり方と
組織体制を見直す。

②技術職員の新規技術習得、技術力の向上のための支援を行う。

第２章 これまでのあり方

技術部の在り方検討報告書（ ）
"）技術職員の業務
①安全衛生管理業務、作業環境測定業務、横断的全学的センター業務
は継続。

②学生実験・実習・演習支援業務は継続。

③学科事務、会計管理補助業務と特定教員の研究補助業務は廃止。

④事務関連の特殊業務にも対応。

!）教室系技術職員は「学科」に等分配置しない。配置する場
合も全学的観点から処置。

#）技術職員は当面定年不補充。

技術部の在り方検討$%
平成"&年#月!#日
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平成$$年度（$!#!年） )#名

（平成$$年度末)名退職）

（平成$)年"月#名学長枠採用）
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技術部の年齢分布（平成!"年度末現在）

※構成員の年齢分布が不適切となり、技術の継承に差しさ
わりが生じている。

第３章 今後のあり方

技術職員が担当する業務の方向（１）
本学の中期目標、中期計画に基づいた技術職員の新規技術の取得
並びに総合的な技術力を向上させるため、今後の技術職員が担う主要
業務を、次の"点に集約する。
1)全学共通技術業務
2)プロジェクト関連技術業務
3)学科等共通技術業務
4) 地域公開・連携関連技術業務
5)その他技術業務

※前回答申の「制度の原点に立ち返り、制度の実効性を高めるため
に、業務依頼方式を徹底させる。即ち真の意味で技術職員を技術部に
戻し、（中略）全学的業務を優先」という方針に基づき、改めて業務依頼
を精査し、本来業務を実施する。



現在の業務依頼と今後のあり方（まとめ）

1）全学共通技術業務
①全学横断的な情報関連技術業務、
②全学共同利用機器分析装置関
連技術業務、③ものづくり関連技
術業務など

4）地域公開・連携関連技術業務
①公開講座関連技術業務、②サイエンススクール関連技術業務、③
オープンキャンパス・見学会関連技術業務、④外部依頼の機器分析や
ものづくり技術業務など

2）プロジェクト関連技術業務
主として機器分析装置やものづくり装置などを通じてプロジェクト研究に
関わる技術業務

3） 科等共通技術業務
主に学生実験・実習・演習関連業務

5）その他技術業務
①安全衛生（環境測定、衛生巡視等）関連技術業務、②科研費奨励研
究、研究支援等経費（学長裁量経費）等への参加

＊今後廃止する業務
特定教員の研究補助業務や教員の授業補助業務、JABEEに関わる事
務業務など

第４章 新技術部

新技術部の主要な業務を大きく二つに分ける

１．研究基盤業務：
①機器分析センター管理業務
②ものづくり基盤センター管理業務
③学内共同利用機器の保守、管理、分析業務
④ものづくり機器を利用した加工、工作、安全教育、および機械工作実習業務
⑤外部依頼の機器分析やものづくり技術業務

２．情報基盤業務：
①情報メディア教育センター管理・全学情報基盤支援業務
②情報電子工学系学科計算機システム管理業務
③教育研究支援業務・地域貢献業務



主要な業務（の担当）に適した新しい技術部組織

専門技術職員

技術班長

専門技術職員
建設・機械系
技術長

専門技術職員

技術班長

専門技術職員

専門技術職員

技術班長

専門技術職員
電気・情報系
技術長

専門技術職員

技術班長

専門技術職員

技術部長

専門技術職員

技術班長

専門技術職員
材料・化学系
技術長

技術班長 専門技術職員

専門技術職員

技術班長 専門技術職員

センター系
技術長

技術員

専門技術職員

技術班長

専門技術職員

先任専門
技術職員

研
究
基
盤

長
長

技術専門員

技術専門職員

技術職員

技
術
部
長

情
報
基
盤

長
長

技術専門員

技術専門職員

技術職員

４系８班体制 ２グループ体制

研究基盤業務を担当する技術職員の必要数と配置
業務を担当する装置 利用教員数 技術職員数

一群!顕微鏡関
連"

透過型分析電子顕微鏡（#$%）

&'人 5人

小型走査イオン顕微鏡（()*）
走査型プローブ顕微鏡（+,%）
サーマル電界放出形走査電子顕微鏡!($-+$"
分析走査電子顕微鏡（$.+-+$%）
電子線マイクロアナライザー（$,%/）
共焦点レーザー走査線顕微鏡

二群!物性関連"

水平型多目的Ｘ線回折装置（01.）

27人 6人

湾曲),20線回折装置（01.）
ラマン分光測定装置

分子構造解析装置（(#-3%1）
磁気特性測定装置（%,%+-&）
物理特性測定装置（,,%+-4）

三群!バイオ・
環境関連"

DNAシーケンサー

56人 6人

TOFMS

液体クロマトグラフ質量分析計（78-%+）
ゲルマニウム半導体検出器

原子吸光光度計
紫外‐可視分光光度計
ガスクロマトグラフ
コールドエバポレータ

ものづくり工作 !ガラス工作" （&人）
合計職員数 17人



各担当技術職員の固定的な配置は行わず、技術の蓄積を前提に適宜グループ内
で流動化させるものとする。

担当業務 担当技術職員数

①情報メディア教育センター管理・全学情報基盤支援業務 !

②情報電子工学系学科計算機システム管理業務 "

③教育研究支援業務・地域貢献業務 "

合計職員数 ##

情報基盤業務を担当する技術職員の必要数と配置

研究基盤グループ 情報基盤グループ

研究基盤グループ長
技術専門員 Ａ

情報基盤グループ長
技術専門員 Ｂ

情報基盤サブグループ長
技術専門員 Ｃ

研究基盤サブグループ長
技術専門員 Ｄ

再雇用職員 再雇用職員

技術部長

企画調整室

技術 門員 Ａ

技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員

技術員

技術 門員 Ｂ
技術 門員 Ｃ
技術 門員 Ｄ

技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員
技術 門職員

技術員

■グループ長
技術専門員 Ｂ
■サブグループ長
技術専門員 Ｃ

■グループ長
技術専門員 Ａ
■サブグループ長
技術専門員 Ｄ



新たな試み

研究基盤グループ
大型共同利用機器の担当育成専門研修の開始
機器分析センターの協力を得ながら各種分析装置の講習会を開催

メーカー講習会への参加（講習料が高く、年間!~"件が限度）

情報基盤グループ
ＧＰＳ（技術部パソコンサポート）事業
北見工大など各大学技術部から学ぶ

教務管理ＰＣのメンテナンス依頼（#$%機!&台）
大型プリンター運用管理（予定：情報メディア教育センターシ
ステム更新予算）





地域貢献（サイエンススクール）

!""#年 ﾈｰﾑﾌﾟﾚｰﾄ、真空実験、パソコンで団扇 延$%名
!""&年 ｿｰﾗｰ電池貯金箱、真空実験 延'&名
!"%"年 真空実験、巨大地上絵 延'%名
!"%%年 (%&)℃実験、ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑﾗｼﾞｵ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃｽﾀｰ、真空実験、

巨大地上絵 延*#名
!"%!年 (%&)℃実験、ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑﾗｼﾞｵ、真空実験、巨大地上絵

延+'名

課題：①準備責任者の負担増（当日スタッフは多数）

②新テーマの開発困難（キット購入は安易、大学らしさ、
エコテーマ、部員の意欲）



研修について

学内研修

学内教員による講義（震災関連など）

工場見学等（ｿｰﾗｰ発電、揚水発電など）

技術部内研修（!"、ものづくりなど）
学外講師（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ講習、名工大組織化状況）

学外研修

旅費（#$$万円）
技術習得、研究会（発表優先）

財政

旅費 #$$万円
諸経費（学内研修、報告集など） %$万円
特別経費（技術職員貸与"&） '$万円



課題

定員補充（２名）の方策

位置付け・根拠

単なる補充ではダメ！

大学としての要望？

幹部（ｸﾞﾙｰﾌﾟ長・ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ長）候補育成

昇格改善（退職時最低専門員５級）

３年後組織見直し対応

技術部室の充実（新組織対応）



2012 年度 技術部職員技術研修実施要項

１．名称 2012年度室蘭工業大学技術部職員学内研修

２．目的 技術職員が職務に関する必要な専門知識・技術等を研修し、能力及び資質の向上を図る

ことを目的とする 

３．実施機関 室蘭工業大学技術部

４．期間 平成２４年９月１３日（木）、平成２４年９月２７日（木）

５．場所 ９月１３日：北電京極水力発電所建設所見学

９月２７日：セミナー室（Ｓ２０１室）

６．受講対象者 技術部技術職員２９名

７．研修内容 下記の通り

講義

講 師 前田 潤 先生（ひと文化系領域 准教授）

演 題 「3.11東日本大震災に関して」
日 時 ９月２７日（木）９：００～１０：００

講義

講 師 吉田 英樹 先生（くらし環境系領域 准教授）

演 題 がれき処理 ～がれき仮置場の現状について～

日 時 ９月２７日（木）１０：１５～１１：００

講義

講 師 岩佐 達郎 先生（しくみ情報系領域 教授）

演 題 「二酸化炭素による地球温暖化問題」

日 時 ９月２７日（木）１３：３０～１４：４５

講義

講 師 佐々木 春喜 先生（ひと文化系領域 教授）

演 題 「救急疾患の応急処置」

日 時 ９月２７日（木）１５：００～１７：００

学外施設見学

日 時 ９月１３日（木）９：００～１８：００

場 所 北電京極水力発電所建設所見学

備 考 技術部の借り上げバスによる移動

８．事務 本研修に関する事務は、地域連携推進課の協力を得て技術部企画調整室で処理する



2012 年度 第２０回技術部発表会プログラム  
 

２０１３年３月２６日（火）

技術部室（Ａ３２１）

14:00~ 技術部長挨拶

教授 岩佐 達郎

技術報告

司会） 松本 浩明

14:10~14:35 機器紹介を題材とした技術職員の相互研修について

研究基盤グループ 宮本 政明

14:35~15:00 WebCampus 後継機導入支援報告

情報基盤グループ 佐藤 之紀

15:00~15:10 休憩

15:10~15:35 室工大サイエンススクール

「電気を使わないエコラジオ ゲルマニウムラジオを作ろう！」

実施に関する報告

研究基盤グループ 山根 康一

15:35~16:00 技術部の新体制移行について

~平成 24 年度 KEK 技術職員シンポジウム報告を兼ねて~

情報基盤グループ 高木 稔



2012 年度 技術部各種委員会等名簿

 
○技術部企画調整室（主な担当）

責任者 研究基盤グループ グループ長（事業計画、業務依頼） 沓 澤 幸 成

室 員 情報基盤グループ グループ長（予算管理、部室管理） 髙 木 稔

室 員 研究基盤グループ サブグループ長（研修、会議報告） 浅 野 克 彦

室 員 情報基盤グループ サブグループ長（広報、地域貢献） 松 本 浩 明

○安全衛生委員会委員

委 員 研究基盤グループ 小 川 徳 哉

委 員 研究基盤グループ 小 西 敏 行

委 員 情報基盤グループ 松 本 浩 明

○技術部ワーキンググループ

・研修ワーキンググループ 浅野克彦、島田正夫、山内 瞳

・広報ワーキンググループ 松本浩明、太田典幸、小師 隆、三林 光

・地域貢献ワーキンググループ 松本浩明、小川徳哉、菅原久紀、若杉清仁

○サイエンススクール

・ゲルマニウムラジオを製作しよう！

山根康一、浅野克彦、小西敏行、島崎 剛、三林 光、湯口 実

・真空の世界を体験しよう（実験）

川村悟史、佐藤之紀、新井田要一、松前 薫、矢野大作、山森英明

・－１９６℃の世界を体験しよう

林 純一、小川徳哉、島田正夫、宮本政明、村本 充、山内 瞳

・巨大地上絵をつくろう

松本浩明、小師 隆、太田典幸、菅原久紀、若杉清仁



2012 年度 技術部日誌

3月30日

4月 3日

4月 5日

4月13日

4月20日

4月25日

4月26日

5月17日

5月22日

5月23日

5月24日

5月24日

5月25日

5月30日

5月26日

5月31日

5月31日

5月31日

6月 7日

6月 7日

6月13日

6月14日

6月14日

6月14日

6月21日

6月21日

6月21日

6月27日

新技術部方針報告と新業務内容説

明会

企画調整室打合せ

第1回企画調整室会議

第2回企画調整室会議

第3回企画調整室会議

サイエンススクール責任者打合せ

第4回企画調整室会議

第5回企画調整室会議

研究基盤グループ打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第1回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第1回打合せ

第6回企画調整室会議

情報基盤グループ打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第2回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第1回打合せ

第7回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第2回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第2回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第3回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第3回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第3回打合せ

第8回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第4回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第4回打合せ

第8回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第5回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第4回打合せ

6月28日

6月28日

6月29日

6月29日

7月 5日

7月 6日

7月11日

7月12日

7月12日

7月18日

7月19日

7月19日

7月19日

7月24日

7月24日

7月25日

7月26日

7月26日

7月30日

7月31日

8月 1日

8月 3日

8月 6日

8月 6日

8月 8日

8月 9日

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第5回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第6回打合せ

情報基盤グループ打合せ

第10回企画調整室会議

第11回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第7回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第5回打合せ

第12回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第8回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG準備作業

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG第2回打合せ

第13回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第9回打合せ

機械系技術職員打合せ

第14回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」WG第6回打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」WG準備作業

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」WG第10回打合せ

情報基盤グループ打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」リハーサル

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」リハーサル

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」実施

機械系技術職員打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「ゲルマニウムラジオを

製作しよう！」実施

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「-196℃の世界を体験し

よう」実施

第16回企画調整室会議

【2012年】 



8月 9日

8月 9日

8月22日

8月23日

8月29日

9月 5日

9月 6日

9月11日

9月13日

9月27日

9月28日

10月 4日

10月11日

10月18日

10月18日

10月22日

10月31日

11月 1日

11月15日

11月21日

11月22日

11月28日

11月29日

11月29日

11月29日

研究基盤グループ打合せ

研修検討WG会議

研修検討WG会議

第17回企画調整室会議

第18回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「真空の世界を体験しよ

う」後片付けと反省会

第19回企画調整室会議

情報基盤グループ打合せ

技術部研修（北電京極水力発電所建

設所）

技術部研修（学内）

第20回企画調整室会議

第21回企画調整室会議

第22回企画調整室会議

第23回企画調整室会議

情報基盤グループ打合せ

第24回企画調整室会議

研究基盤グループ打合せ

第25回企画調整室会議

第26回企画調整室会議

京都工芸繊維大学高度技術センタ

ー技術職員との意見交換

第27回企画調整室会議

研究基盤グループ打合せ

機器講習会（原子吸光①）

第28回企画調整室会議

情報基盤グループ打合せ

12月 5日

12月 6日

12月 7日

12月13日

12月14日

12月19日

12月19日

12月20日

12月26日

1月 7日

1月10日

1月15日

1月24日

1月31日

2月 7日

2月14日

2月14日

2月21日

3月26日

機器講習会（原子吸光②）

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「巨大地上絵をつくろう

」WG第1回打合せ

第29回企画調整室会議

機器講習会（電子線マイクロアナラ

イザ）

岩手大学技術部との意見交換

GPS打合せ

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「巨大地上絵をつくろう

」リハーサル

第30回企画調整室会議

ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙ「巨大地上絵をつくろう

」実施

技術部パソコンサポートサービス

（GPS）業務開始

第31回企画調整室会議

第32回企画調整室会議

第33回企画調整室会議

第1回技術部全体会議

第34回企画調整室会議

第35回企画調整室会議

機器講習会（共焦点レーザ顕微鏡）

第36回企画調整室会議

技術部発表会

 
 

技術部会議（全体会議）議題・報告事項  
 
■平成 23 年度 第 4 回技術部全体会議議事録 

 

日時：平成 24 年 3 月 30 日（金）13:30～14:37 

場所：技術部室（A321） 

出席：25 名（欠席 4 名） 

議題 1. 平成 24 年度新技術部運営方針について 

 

 

 

 

 

■平成 24 年度 第 1 回技術部全体会議議事録 

 

日時：平成 25 年 1 月 31 日（木）13：30～14：28 

場所：技術部室（A321） 

出席：23 名（欠席 6 名） 

議題 1. 平成 25 年度技術部事業計画について 

議題2. 平成 25年度以降の地域貢献業務について 

報告事項1. 平成24年度技術部事業報告について 

報告事項 2. 技術部報告集、発表会について 

【2013年】 



 
編 集 後 記  

 

昨年 11 月に発生した吹雪による登別・室蘭方面の大規模停電は各地に大きな被害を

もたらしました。本学においては長時間にわたる停電こそありませんでしたが、停電

によってサーバが故障する等の被害がありました。あらためて電気・ガス・水道など

当たり前に使えることの有り難さを実感しました。

今年の冬は降雪量こそ多くはありませんが寒さが厳しく、一日の平均気温が氷点下

以下となった日が１月は 30 日、2 月は 25 日記録されました。原油高・円安による灯油

価格の高騰が寒さに追い打ちをかけていますが、もうしばらく辛抱すれば暖かい春が

やってくることでしょう。

技術部が設立されてから 20 年が経過しました。平成 24 年 10 月 4 日に「技術部規則」

が改正され、研究基盤グループと情報基盤グループを軸とした実態の伴った組織作り

をしていくこととなりました。研究基盤グループは機器講習会の開催、情報基盤グル

ープは GPS 事業の開始と実態化に向けて動き出しました。さらなる努力によって学内

外から認知される組織の構築が求められています。

最後になりますが、技術報告をはじめとして、各自が携わっている業務に関連する

報告をお寄せいただいたおかげで充実した技術部報告集第 20号を発行することができ

ました。執筆いただいた皆さまに感謝いたします。

（2013.3.4 M 記）
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